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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、高度成長期を中心とした大学運動部の組織および活動の実態、大学
スポーツサークルの組織・活動の実態を解明することを目的として、文献調査とインタビュー調査を行った。そ
の結果、戦前期から高度成長期にかけて運動部が実力主義に基づく優勝劣敗の競争の世界へと変化していくとと
もに、そうした運動部とは異なるスポーツのあり方を求めてスポーツサークルが設立され、1960年から70年代に
かけて団体数や会員数が増加していったことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this research project, literature survey and interview survey were 
conducted with the aim of clarifying the actual conditions of the organization and activities of 
sports clubs and sports circles organized by university students in the highly economic growth 
period in Japan. As a result of the research, we got the conclusion that from the prewar period to 
the highly economic growth period, sports clubs changed to the world of competition based on the 
skills and physical performance of the sports, at the same time sports circles were established for 
the purpose of enjoying sports different from sports clubs, and the number of the circles and circle
 members increased in the 1960-70s.
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１．研究開始当初の背景 

本来、同好の士が集まってスポーツを行う

集団という意味では、部活とサークルは同

じものである。にもかかわらず、日本の大

学スポーツでは、部活とサークルは明確に

区別され、二重構造を形成している。大学

スポーツにおける二重構造は、いつ、どの

ように、なぜ形成されたのか。大学スポー

ツに参加する学生の視点からこれらの問い

に答えていくことで、部活・サークルそれ

ぞれのスポーツ活動の特徴や独自性、そし

て日本の大学スポーツを総体的・構造的に

解明することとなるのである。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、1950年代から 1990年ま

での時期における、日本の大学スポーツの

活動の実態や参加者の意識、それらを取り

巻く社会経済的な環境についての調査を通

じて、大学スポーツの二重構造が成立した

要因を解明することである。 

 上記の目的を達成するために、1950年代

から 1990 年までの①大学運動部、②大学

スポーツサークル、③大学スポーツに影響

を与えた要因と考えられる 1964 年の東京

五輪や高度経済成長、大学を取り巻く社会

環境の変化等、以上 3点について歴史学的

手法を用いた実証的研究を行った。 

 

３．研究の方法 

研究課題を達成するため、1950 年代から

90年までの時期を対象とした、下記の調査

を行った。 

①大学運動部・サークルの活動実態や構成

員の意識を明らかにするため、大学スポー

ツが盛んな東京近郊の大規模私立大学を中

心にして、大学史・運動部史・サークル関

係資料を網羅的に収集した。運動部に関し

ては、これらの大学出身の有名選手の自

伝・回想録等も収集した。 

②サークルの活動実態や構成員の意識を明

らかにするために、早稲田大学のスポーツ

サークル関係者 11 名にインタビュー調査

を実施した。 

③東京五輪や高度成長期に関する歴史学・

スポーツ史関連の研究を収集・読解し、分

析した。 

 

４．研究成果 

 

①明治中・高期に成立した日本の大学運動

部は、1920 年代以降にリーグ戦や大会が組

織化され、大規模に行われるようになって

いった。戦後はさらに競技数や大会規模・

参加校数が拡大し、それに伴い競技レベル

も上昇していった。そうしたなかでも試合

に勝利するために運動部は、厳しい練習の

日常化、実力にもとづいた厳しい選手間の

競争、監督・上級生を中心とした上意下達

の組織編制、体罰を用いた指導等の特徴を

備えるようになっていった。 

②戦後のベビーブームや経済成長に伴う進

学率の上昇を背景として、高度成長期に日

本の大学は私立大学を中心にして学生数を

大幅に増加させていった。1960 年代までは、

スポーツをしたい多くの学生は運動部に入

部していたが、そこは実力に優れたごくわ

ずかの部員だけが練習・試合に参加できる

実力主義の世界で、部員の大半は試合はお

ろか、まともに練習もできず、指導者や先

輩からの体罰が日常的に行使される世界で

もあった。 

そうしたなかで、勝利を活動の主目的とせ

ず、一般学生が気軽にスポーツに取り組む

ことを目的として組織化されたのがスポー

ツサークルであった。スポーツサークルの

誕生は 1920 年代であったが、高度成長期に

その種目数や団体数・会員数を増加させて

いき、1960 年代には団体数や会員数で運動

部をしのぐようになっていった。 



③スポーツサークルの団体数・会員数が増

加したことにより、1970 年代には運動部員

数ピーク時の約 40％にまで部員が減少し

たり、競技力を大きく落とした大学・運動

部もあった。部員数の減少への対策として、

体罰・しごきのない指導、上意下達の緩和、

部長・上級生による新入生のサポートなど

自主的な運動部改革を行う部もあった。 

④1960 年代のスポーツサークルは数が少

なかったために数百人もの会員を抱えるな

ど、大規模であった。しかし、次第に同じ

種目の別の団体が数多く創設されていくな

かで、1 段体当たりの会員数は少なくなっ

ていった。団体数の増加に伴って、競技レ

ベル、活動日数、単一種目／複数種目、単

一大学／インカレなどの様々な特徴によっ

て、同一種目でも多様な会員構成・活動方

針をもった多くのスポーツサークルが組織

化されていった。 
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